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ファクトシート  

《作成日：平成29年10月24日》 

《最終更新日：令和3年8月19日》 

 

１．鹿慢性消耗病（ＣＷＤ）とは 

鹿慢性消耗病（Chronic Wasting Disease: CWD）は、シカ科の動物が罹患する伝達性

海綿状脳症（Transmissible Spongiform Encephalopathy: TSE）であり、アメリカアカシ

カ（Cervus canadensis）、アカシカ（Cervus elaphus）、ミュールジカ（Odocoileus 

hemionus）、オグロジカ（Odocoileus hemionus）、オジロジカ（Odocoileus virginianus）、

ニホンジカ（Cervus nippon）、ヘラジカ（Alces alces）及びトナカイ（Rangifer tarandus）

が感受性動物であることが知られている 1,2)。これまでに日本における発生は確認されてい

ない（2021 年 6 月末現在）。また、食品を介した経路も含めて、病原体である CWD プリ

オンが、人へ感染することを示す証拠はこれまでに確認されていない。一方、近年、諸外

国では CWD のシカ科動物間における感染拡大が報告されている。これらのことを踏まえ、

査読を受けた科学論文として報告されている知見を整理し、本ファクトシートとして取り

まとめた。 

 

２．発生状況 

CWD は、米国、カナダ、韓国、ノルウェー、フィンランド及びスウェーデンにおいて

発生が確認されている。 

1967 年、米国コロラド州の野生動物研究施設で捕獲・飼養されていたミュールジカ（以

下、「MD」と言う。）で、原因不明の消耗性疾患として初めて報告され、1978 年に TSE

であることが明らかにされた。米国では、1997 年に野生動物のサーベイランスを開始し、

これまでに、野生・飼育下合わせて 26 州*において発生が確認されている（図１）1,3,4,5)。 

カナダでは、1996 年にサスカチュワン州の農場において初めて報告され、以降、アルバ

ータ州、サスカチュワン州及びケベック州で発生が確認されている（図１）3,6)。カナダへ

は、米国サウスダコタ州から輸入された個体から侵入したと考えられている 7)。 

韓国では、2001 年に忠清北道の農場において、1997 年にカナダサシュカチュワン州か

ら輸入されたアメリカアカシカ（以下、「Elk」と言う。）で初めて報告され、以降、6 道に

おいて発生が確認されている（図２）8,9,10)。 

ノルウェーでは、2016 年に野生のトナカイで初めて報告され、以降、6 地域においてト

ナカイ、ヘラジカ及びアカシカでの発生が確認されている（図３）2,11)。トナカイで確認

されたものとヘラジカ及びアカシカで確認されたものは特徴が異なることが示唆されてい

る 12)。 

フィンランド及びスウェーデンでは、2018 年及び 2019 年に、ヘラジカで CWD 症例が

                             
* アーカンソー州、コロラド州、イリノイ州、アイオワ州、カンザス州、メリーランド州、ミシガン州、ミネソタ 

州、ミシシッピ州、ミズーリ州、モンタナ州、ネブラスカ州、ニューメキシコ州、ニューヨーク州、ノースダコタ

州、オハイオ州、オクラホマ州、ペンシルバニア州、サウスダコタ州、テネシー州、テキサス州、ユタ州、バージ

ニア州、ウェストバージニア州、ウィスコンシン州、ワイオミング州 
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報告された（図３）13,14)。これらの症例は、ノルウェーのヘラジカで確認されたものと類

似しているとされている ,13,14)。 

日本では、家畜伝染病予防法（昭和 26 年 5 月 31 日法律第 166 号）により、伝達性海綿

状脳症（TSE）として家畜伝染病に指定されている。また、2003 年 6 月から、「伝達性海

綿状脳症（TSE）検査対応マニュアル」に基づき、家畜のシカがサーベイランスの対象と

されている 15)。国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構  動物衛生研究所（現  動

物衛生研究部門）は、2003 年から 2010 年にかけて野生のシカを対象にサーベイランスを

実施した 16,17)。さらに、農林水産省は野生動物監視体制整備事業において平成 30 年度以

降サーベイランスを実施している 18)。2021 年 7 月末現在、日本での発生は確認されてい

ない。 

 

３．ＣＷＤの病態、診断及び感染経路 

感染動物は、数年の潜伏期間の後、進行性に削痩、衰弱、流涎等の症状を呈し、死に至

る。脳の病理学的検査による空胞変性の確認、免疫組織化学検査、酵素免疫測定法（ELISA）、

ウエスタンブロット法による脳内又はリンパ節に蓄積した異常プリオンたん白質（PrPSc）

の検出による診断が可能であり、また、現行の BSE 検査が CWD の診断・サーベイランス

にも応用可能とされている 16,17)。 

PrPSc は、主に脳、脊髄、扁桃、リンパ節、脾臓等に蓄積するが、心筋や骨格筋に蓄積

が認められたとの報告もある 19,20,21)。また、牛海綿状脳症（BSE）とは異なり、血液、唾

液、尿及び糞中からも感染性が確認されており、直接又は間接接触によるシカからシカへ

の水平感染が生じることが示唆されている 21,22,23)。 

 

図１ 米国・カナダにおける発生状況 4) 
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図３ 北欧における発生状況 

（ノルウェー自然科学研究所（NINA）11)、フィンランド食品局 13)及びスウェーデン国立獣医学研究

所（SVA）14）の情報に基づき作成） 

 

 

 

ノルウェー 

スウェーデン 

図２ 韓国における発生状況 

（韓国動物防疫統合システム 10)の情報に基づき作成） 

 

フィンランド 
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４．人に対する影響 

査読を受けた科学論文として報告されている CWD プリオンの人に対する影響に関する

研究結果の概要を以下にまとめた。  

・CWD プリオンが人のプリオン病の原因となったことを示す疫学的な知見はない。  

・サルへの投与実験では、リスザル（Saimiri sciureus）が CWD プリオンに対して高

い感受性を示す一方、カニクイザル（Macaca fascicularis）に対しては、高い種間バ

リアの存在が示唆されている。また、人のプリオンたん白質（PrP）を発現するトラ

ンスジェニックマウスへの投与実験においても、高い種間バリアの存在が示唆されて

いる。 

・牛が CWD プリオンに経口で感染しにくいことが疫学的及び実験的に示唆されており、

また、脳内接種により CWD に感染した牛の脳をサルに経口投与した結果、現時点で

感染は確認されていない。  

詳細は以下のとおりである。  

 

（１）疫学的知見 

米国疾病予防管理センター（CDC）、Belay ら及び Anderson らは、CWD との関連が

疑われた米国のクロイツフェルト・ヤコブ病（Creutzfeldt-Jakob disease: CJD）患者

12 症例について、CWD 流行地域の鹿肉へのばく露状況等を調査したが、CWD プリオ

ンが人間に伝達したことを強く示す証拠は得られなかった 24,25,26)。1979 年から 2000 年

の間のデータに基づく、米国の CWD 流行地域であるコロラド州及びワイオミング州に

おける CJD の年齢調整死亡率†は、それぞれ 1.2/100 万人及び 0.8/100 万人と、米国内

のその他の地域と同様であった。また、55 歳未満で死亡した CJD 患者の割合は、コロ

ラド州で全体の 13.4%であり、国全体の 10.2%と大きく変わらず、ワイオミング州では

22 年間のサーベイランスで CJD 患者は 1 例も確認されなかった。著者は、これらのこ

とは、CWD プリオンのヒトへの伝達のリスクが、あったとしても低いことを示唆する

としている 26)。 

Anderson らは、CWD に感染したシカや Elk の組織検体を扱う研究所に勤務していた

女性が記憶障害等を示したことから、診断を行った結果、CJD ではなくアルツハイマー

病であったと報告している 27)。 

Mawhinney らは、米国コロラド州内の CWD 流行郡と非流行郡における CJD 又は神

経変性疾患（55 歳より高齢のアルツハイマーを除く）で死亡する相対リスク及び州内の

1979-1998 年と 1999-2001 年における当該相対リスクを調べた結果、両郡で統計学的に

有意な差はなかったとしている 28)。 

Garruto ら及び Olszowy らは、2005 年にニューヨーク州で開催されたイベントで、

CWD 感染鹿の肉を食した人々81 名を対象に毎年アンケート調査を行った結果、2005

年から 2011 年にかけて、健康状態の有意な変化はなかったとしている 29,30)。 

 

 

                             
† 観察集団と基準集団の年齢構成の違いを考慮して補正した死亡率 
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（２）ヒトモデル動物への投与実験 

①サルへの投与実験 

Marsh らは、CWD 感染 MD の脳組織 40 mg 相当を 2 頭のリスザルへ脳内接種する

実験を行った。その結果、2 頭中 2 頭に感染が認められた 31)。 

Race らは、CWD 感染 MD、Elk 又はオジロジカ（以下、「WTD」と言う。）の脳組

織 2 mg 又は 20 mg 相当を 13 頭のリスザルへ脳内接種、及び脳組織 600 mg 相当を

12 頭のリスザルへ経口投与する実験を行った。その結果、それぞれ 13 頭中 13 頭及

び 12 頭中 11 頭に感染が認められた。さらに、Race らは、同脳組織 5 mg 相当を 6

頭のカニクイザルへ脳内接種、及び脳組織 800 mg 相当を 8 頭のカニクイザルへ経口

投与する実験を行った。その結果、いずれのカニクイザルにも感染は認められなかっ

た。リスザルとカニクイザルとの、CWD プリオンに対する感受性の違いについて著

者は、「進化学的にはカニクイザルは人により近縁であり、人も CWD に対して耐性を

もつだろう」と考察している 32,33,34)。 

Comoy らは、1 頭のカニクイザルに対し、CWD 感染 WTD の脳組織 40 mg 相当を

脳内に、脳組織 8 mg 相当を扁桃内に接種する実験を行った。その結果、当該サルは、

接種後 87 か月時点で症状を示さず生存中とされている。また、2 頭のカニクイザルに

対し、CWD 感染牛の脳組織 40 mg 相当を脳内に、脳組織 8 mg 相当を扁桃内に接種

する実験を行った。その結果、2 頭のサルは、接種後 87 か月時点で症状を示さず生存

中とされている（CWD の牛への感染性については、「５．②牛への感染に関する知見」

を参照）35)。 

 

②ヒトＰｒＰ発現トランスジェニックマウスへの投与実験 

Kong らは、CWD 感染 Elk の脳組織 0.3 mg 相当を、ヒト PrP（コドン 129M 型）

を生理的な発現量と同程度発現する 29 匹のトランスジェニックマウス（Tg40）又は

ヒト PrP（コドン 129M 型）を生理的な発現量の約 2 倍発現する 22 匹のトランスジ

ェニックマウス（Tg1）に脳内接種する実験を行った。その結果、いずれのマウスに

も感染は認められなかった 36)。 

Tamgüney らは、CWD 感染 Elk、MD 又は WTD の脳組織 0.3 mg 相当を、ヒト PrP

（コドン 129M 型）を生理的な発現量の約 2 倍発現するそれぞれ 39 匹、15 匹又は 13

匹のトランスジェニックマウス（Tg(HuPrP)440）に脳内接種する実験を行った。そ

の結果、いずれのマウスにも感染は認められなかった 37)。 

Sandberg らは、CWD 感染 MD の脳組織 0.3 mg 相当を、ヒト PrP（コドン 129V

型）を生理的な発現量の約 6 倍発現する 14 匹のトランスジェニックマウス（Tg152）、

ヒト PrP（コドン 129M 型）を生理的な発現量の約 4 倍発現する 13 匹のトランスジ

ェニックマウス（Tg45）又はヒト PrP（コドン 129M 型）を生理的な発現量の約 2

倍発現する 14 匹のトランスジェニックマウス（Tg35）に脳内接種する実験を行った。

その結果、いずれのマウスにも感染は認められなかった 38)。 

Wilson らは、CWD 感染 WTD の脳組織 2 mg 相当を、ヒト PrP（コドン 129M 型）

を生理的な発現量と同程度発現する 24 匹のトランスジェニックマウス（HuMM）、ヒ
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ト PrP（コドン 129M/V 型）を生理的な発現量と同程度発現する 24 匹のトランスジ

ェニックマウス（HuMV）又はヒト PrP（コドン 129V 型）を生理的な発現量と同程

度発現する 24 匹のトランスジェニックマウス（HuVV）に脳内接種する実験を行った。

その結果、いずれのマウスにも感染は認められなかった 39)。 

Kurt らは、CWD 感染 Elk の脳組織に由来する 1-5%脳乳剤 20-30 µL を、ヒト PrP

（コドン 129M 型）を生理的な発現量と同程度発現する 12 匹のトランスジェニック

マウス（Tg40）に脳内接種する実験を行った。その結果、いずれのマウスにも感染は

認められなかった 40)。 

Race らは、CWD 感染 Elk、MD 又は WTD の脳組織 0.3 mg 相当を、ヒト PrP（コ

ドン 129M 型）を生理的な発現量の 8-16 倍発現する 13-20 匹のトランスジェニック

マウス（Tg66）又はヒト PrP（コドン 129M 型）を生理的な発現量の 2-4 倍発現する

13-20 匹のトランスジェニックマウス（TgRM）に脳内接種する実験を行った。その

結果、IHC 及び WB では、いずれのマウスにも感染は認められなかった。一方、

RT-QuIC（Real-time Quaking-induced Conversion）法では、Elk 又は WTD 脳組織

を接種した Tg66 マウスそれぞれ 17 匹中 2 匹又は 15 匹中 2 匹で陽性が認められた。

著者らは、本研究では解析手法として RT-QuIC 法を用いたこと及びヒト PrP の発現

量が多いマウスを用いたことを挙げ、本研究で認められた低率の伝達は、種間バリア

の存在を示唆するこれまでの研究と同様の結果であると考察している。また、この結

果について、著者らは、偽陽性であった可能性及びマウスの脳内に接種したプリオン

が検出された可能性もあるとしている 41)。 

 

５．その他の関連知見 

①in vitro でのヒトＰｒＰの変換 

プリオンの感染性を検討するに当たり、in vitro での知見は、生体内でのより複雑

な感染機序を省略化したものであり、実際の感染性を必ずしも反映するものではない

が、PMCA（Protein Misfolding Cyclic Amplification）法や RT-QuIC 法を用いた in 

vitro の反応系で、ヒト PrP が CWD プリオンによって変換されるといった現象が報

告されている 42,43)。 

 

②牛への感染に関する知見  

Gould らは、米国コロラド州の CWD 流行地域における成牛 262 頭(22 群から抽出)

について、TSE への感染の有無を調査した。脳組織の病理所見及び IHC による確認

の結果、TSE である証拠は確認できなかった。著者は、「統計学的な解析の結果、当

該 22 群には TSE の感染牛はいない可能性が高いと結論できる」としている 44)。 

Hamir ら及び Greenlee らは、CWD 感染 MD、WTD 又は Elk の脳組織 100 mg 相

当を、牛に脳内接種する実験を行った。その結果、それぞれ 13 頭中 3 頭、14 頭中 12

頭又は 14 頭中 2 頭に感染が認められた 45,46,47,48)。 

Williams らは、28 頭の CWD 感染 MD の脳組織に由来する脳乳剤 45 g を 12 頭の

牛に経口投与し、10 年間の経過観察後、診断を行った。これらの牛の中枢神経組織及
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びリンパ組織を対象に病理学的診断、IHC 及び WB を行った結果、別の疾病により観

察期間中に死亡した 2 頭も含めて、いずれの牛にも異常プリオンたん白質の蓄積は認

められなかった。 

さらに別の実験として、それぞれ 12 頭（計 24 頭）の牛を、牛の頭数とほぼ同数の

CWD 感染 MD 又は CWD 感染 Elk と同じ農場で飼料と水を共有させて飼育し、10 年

間の経過観察後、上記と同様の診断を行った。その結果、別の疾病により観察期間中

に死亡した 3 頭も含めて、いずれの牛にも異常プリオンたん白質の蓄積は認められな

かった。なお、対照実験として、これらの牛と同じ農場で、CWD 清浄群で捕獲され

た 11 頭の MD 又は 18 頭の Elk を飼育したところ、全てが CWD に感染した。この結

果から、著者らは、「経口投与又は長期間の汚染された環境へのばく露に伴う CWD の

牛への伝達のリスクは低い」と結論した 49)。 
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参考．各国機関による対応等 

これまでに CWD の発生が確認されている国及びその周辺国における CWD プリオンの

人へのリスクに関する対応等を以下にまとめた。詳細は以下のとおりである。  

なお、日本においては、現時点では CWD の発生は確認されていない。農林水産省は、

家畜防疫の観点から、CWD 発生国からのシカ科動物及びシカ科動物由来畜産物の輸入停

止措置を講じている 50,51,52,53,54)。また、厚生労働省は、関係事業者に対し、これらの国か

ら輸入を行わないよう指導している 55,56,57,58)。 

 

１．米国 5) 

米国疾病予防管理センター（CDC）は、2019 年 2 月に更新したウェブサイト上で、

人への影響に関して、以下の見解を示している。  

 

＜伝達性について＞ 

CWD は、実験的にリスザルやヒトの遺伝子を持ったマウスへ感染することが示され

ている。加えて、2009 年から始まったカナダとドイツの科学者による研究は、これまで

CWD に感染することが示されている他のどの動物よりも遺伝的にヒトに近縁なサルで

ある、マカク属のサルへの CWD の伝達の有無を評価している。2017 年 7 月 10 日、彼

らは、研究経過の要約を報告した。そのなかで、彼らは、CWD に感染したシカ及び Elk

の肉（筋組織）又は脳組織を給餌されたマカク属のサルに CWD が伝達することを示し

た。給餌した肉のなかには、無症状の CWD 感染シカ（健康に見え、症状を発現する前

のシカなど）に由来するものもあった。これらの無症状のシカに由来する肉から、マカ

ク属のサルの CWD への感染は可能であった。また、病原体を脳に直接接種されたマカ

ク属のサルに対しても、CWD が感染可能であった。  

この研究は、CWD がマカク属のサルへ伝達は成立しないとしたこれまでの研究とは、

異なる結果を示した。異なる実験結果が生じた原因は不明である。これまでのところ、

ヒトでの CWD の発生を示す確かな証拠はなく、ヒトが CWD プリオンに感染し得るか

は不明である。一方、この研究は、CWD がヒトに対するリスクとなる可能性があると

いう懸念を生じさせ、ヒトの CWD へのばく露を防止することの重要性を示唆している。 

CWD に感染している可能性のあるシカや Elk の肉と接触するリスクが大きい人々に

ついて、何らかのプリオン病が高率に発生しているか否かを調査するための追加研究が

進行中である。何らかの症状が現れるまでには長期間を要するため、仮にあったとして

CWD の人へのリスクがどういったものかを解明するには、長年の研究を要すると、科

学者らは予想している。 

 

＜予防について＞ 

CWD がヒトにまん延しうるとすれば、シカや Elk の喫食に由来すると思われる。

2006-2007 年に米国の居住者を対象に行われた CDC の調査によると、調査を受けた 20%

近くのヒトがシカや Elk を狩猟したことがあり、3 分の 2 以上のヒトがそれらの肉を食

した経験があると答えた。しかし、これまでのところ、ヒトでの CWD の発生を示す確
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かな証拠はなく、ヒトが CWD プリオンに感染し得るかは不明である。狩猟者は、CWD

発生地域で捕獲されたシカ及び Elk の肉を食すかどうかを決めるに当たって、受け入れ

ることができるリスクの程度を含めて、多くのことを検討する必要がある。CWD 発生

地域でシカ及び Elk を捕獲した狩猟者は、州の野生動物及び公衆衛生に関するガイダン

スをチェックし、動物の検査が推奨又は義務付けられているかどうかを確認するべきで

ある。CDC は、CWD の存在が確認されている地域においては、肉を食す前にこれらの

動物の検査を検討することを推奨する。  

CWD の検査は、いくつかの州の野生当局が、動物群における CWD の有病率を調べ

る目的で行うモニタリングツールである。検査は全ての州で実施されているものではな

く、州ごとにこれらの検査の実施方法も異なる。検査結果が陰性であることは、その動

物個体が CWD に感染していないことを保証するものではないが、CWD へのばく露リ

スクを大きく減少させる。  

可能な限りの安全のために、そして潜在的な CWD へのばく露リスクを減少させるた

めに、CWD 発生地域で狩猟を行う際には、狩猟者は以下のことを注意するべきである。  

 

○病気が疑われる、異常行動を示している、あるいは死亡している（轢死した）シカ

及び Elk は、狩猟の対象としない、取り扱わない、肉を食さないこと。  

○シカを解体する際は、 

・ラテックス製又はゴム製の手袋を着用すること。  

・動物の内臓（特に脳又は脊髄）の取扱いを最小限にすること。  

・家庭用ナイフやキッチン用品を使用しないこと。  

○州の野生動物及び公衆衛生に関するに関するガイダンスをチェックし、動物の検査

が推奨又は義務付けられているかどうかを確認すること。推奨事項は州ごとに異な

るが、検査に関する情報は多くの州の野生局で得られる。  

○シカや Elk の肉を食す前に、CWD の検査をよく検討すること。  

○シカや Elk を商業的に加工する際には、多数の動物に由来する肉の交差を避けるた

め、個体ごとの加工の依頼を検討すること。  

○CWD 検査陽性の動物に由来する肉は食しないこと。  

 

米国農務省動植物検疫所は、商業的に飼養されているシカ及び Elk について規制を設

けている。当局は、国家 CWD 群認定プログラムを実施している。自主的なプログラム

として、州及び飼養者は、群における CWD のリスクを減少させるための要件を満たし

ていることを確認している。群認定プログラムに参加していない群は、CWD のリスク

が高い可能性がある。  

 

２．カナダ 6) 

カナダ食品検査庁（CFIA）は、2007 年に公表し、2020 年 9 月に更新されたファクト

シートで、人への影響に関して、以下の見解を示している。  
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現在のところ、シカや Elk での CWD の人への伝達を示す直接的な科学的証拠はない。

しかし、予防的な措置として、CWD に感染したことがわかっている動物由来の組織は

人の利用や消費に供しないことが推奨される。 

CWD に汚染された可能性のある製品への人のばく露を低減するため、国家又は州レ

ベルで、感染動物のフードチェーンへの混入防止の措置が講じられている。  

カナダ保健省は、TSE に感染したことがわかっている動物の肉の消費を避けることを

推奨している。野生のシカ科動物での CWD 発生が確認されている地域では、狩猟者は、

と体を扱う際は注意を払うことが推奨され、肉を食す、トロフィー‡を作製する又は製革

する前には、その動物の検査を受けるべきである。その他の人の健康及び食品安全に関

する問い合わせはカナダ保健省が受け付けている。  

 

３．韓国 10) 

韓国の動植物検疫所（QIA）は、ウェブサイト上（韓国農林畜産部動物防疫統合シス

テム（KAHIS））で、CWD の発生情報等を公表している。  

 

４．ノルウェー 

（１）ノルウェー食品安全科学委員会（ＶＫＭ）59,60,61) 

VKM は、2016 年 6 月、2017 年 3 月及び 9 月に公表した報告書（Phase Ⅰ・Ⅱ及

び update statement）で、人への影響に関して、以下の見解を示している。  

Phase Ⅰの結論は以下のとおりである。 

１．CWD の病原体の可塑性に関する不確定性及びノルウェーで分離された株の伝

達性に関するデータの欠如を考慮しても、本科学的意見書は、CWD による人獣

共通感染症のリスクは極めて低いと考える。 

２．人の健康への影響は、サーベイランスの結果やプリオン株の特徴の同定を踏ま

えて継続的に評価される必要がある。人獣共通感染症の可能性について示すあら

ゆる研究を検討する必要がある。  

３．死亡したシカ科動物又は CWD の症状を示す動物は、所管当局及び訓練を受け

た職員によって取り扱われることから、狩猟者や獣肉処理施設の職員へのリスク

は無視できる。しかしながら、情報は適切な言語によって周知される必要がある。  

４．健康な動物の肉のみが、人の消費に適すとされていることから、CWD 感染動

物の消費に関連したリスクは極めて低い。本件は、2016 年以前の猟期に収穫され

た肉についても適用される。  

５．ベリー類、その他の植物又は土壌を介した人の健康へのリスクは無視できると

考えられる。  

 

上記 Phase Ⅰの結論に関し、Phase Ⅱでは、以下のとおり見直しを行っている。  

○トナカイについては、人獣共通感染症の可能性や食品安全の問題に関する評価に

関連した新たな情報はない。したがって、上記の１、２及び５は依然として妥当

                             
‡ 頭部の剥製 
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である。 

○シカ科動物は、症状を示す数か月前から CWD の病原体を保有・排出しているこ

とから、上記の３及び４について、無症状であるからといって人へのばく露を排

除できるわけではないことを強調する。  

○ヘラジカについては、ヘラジカ症例及びその病原体の特徴の同定に関する予備試

験の結果から、トナカイや北米のシカ科動物で確認されたものと有意に異なると

いう重要な特徴が明らかとなった。このことは、人獣共通感染症の可能性につい

て、従来型の CWD とは異なる可能性があるという不確定性を生じる。現段階の

知見からは、食品安全に関する確固たる結論に至ることはできない。予防原理に

よって潜在的なリスクが減少される。  

結論は以下のとおりである。 

○人獣共通感染症の可能性に関して現段階の証拠及び不確定性の程度を踏まえると、

フードチェーンのみならず、その他の直接的又は間接的な要因を介したものも含

め、人へのばく露リスクを最小化するための、積極的かつ予防的な措置が重要で

ある。 

○人へのばく露を防止するための最も重要な措置は、シカ科動物における CWD の

有病率を減少させること、望ましくは、風土病となる前に疾病を根絶することで

ある。 

 

さらに、CWD のカニクイザルへの伝達に関し得られた新たな知見（Czub らによる

報告）について、update statement では、以下の見解を示している。  

○Czub らによる実験経過報告では、プリオン病では、病気の伝達に関する種間バ

リアは、あったとしても、おおよそ絶対的なものではないことが強調されている。

不完全な種間バリアに関連する不確定性については、人獣共通感染症の可能性は

極めて低いと結論した以前の VKM の 2 つの意見書でも慎重に評価がなされた。  

○高感度の検査法で検査されない限りは、無症状期であっても CWD の感染性はト

ナカイの筋系に存在すると考えるべきである。したがって、頭部や脊髄の除去は、

人へのばく露を減じるための措置としては、他のプリオン病に比べ、CWD プリ

オンでは効果的でないかもしれない。  

○CWD 陽性の無症状の WTD に由来する肉を経口投与された結果、カニクイザル

が CWD に感受性を示したということは、人へのばく露を減じるための予防的か

つ率先した措置の必要性を増強する。現段階の知見では、CWD プリオンが人の

病気の原因となる可能性は排除できない。しかし、そのリスクは極めて低いと思

われる。 

○結論として、CWD の人獣共通感染症のリスクは、我々の以前の評価と同様、依

然として極めて低いと考えられる。  

 

（２）ノルウェー食品安全庁（ＮＦＳＡ）62) 

NFSA は、2016 年 9 月に公表した「CWD に関する狩猟者への情報」で、人への影
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響に関して、以下の見解を示している。  

CWD は人への感染リスクが極めて低い動物の疾病である。最近の国立獣医研究所

の分析によると、ノルウェーにおける CWD は 2 タイプある可能性がある。ノルウェ

ー公衆衛生研究所及び国立獣医研究所の助言を受けて、我々は現在、検査陽性動物由

来の肉への予防的アプローチを採用している。本病が人へ感染するリスクは極めて低

いが、安全側に立ち、検査陽性動物の肉はフードチェーンに入っていない。  

検査陽性動物を所有する狩猟者は、その肉や残さを処分するため、NFSA から連絡

を受けることになっている。したがって、該当者は検査結果が出るまで肉を保管し、

配布しないようにされたい。  

 

５．欧州連合（ＥＵ）63) 

欧州食品安全機関（EFSA）は、2019 年 11 月に公表した科学的意見書で、人への影

響に関して、以下の見解を示している。なお、この意見書は 2017 年に公表した科学的

意見書の見解を更新したものである。内容は以下のとおりである。 

○北米で分離された CWD プリオンが、in vitro でヒト PrP を PrPSc に変換すること

やリスザルに伝達することを多くの研究が示している。しかし、ヒト PrP 発現マウ

ス及びマカク属のサルを用いた in vivo の研究が、ヒトの感受性の最も適切なモデ

ルであると考えられる。これらのモデルでは、北米で分離された CWD プリオンの

伝達性について相反する知見が存在する。  

○疫学的研究は多くの制約があり、また、北米で実施されているいくつかの研究は、

依然進行中である。しかし、北米の CWD がヒトの病気の原因となったことを示す

疫学的知見は現時点で無い。 

○現段階では、入手可能なデータから北米で分離された CWD プリオンが人獣共通感

染症を引き起こす可能性について結論を出すことはできない。また、欧州で分離さ

れた CWD プリオンが人獣共通感染症を引き起こす可能性を判断するためのデータ

は無い。 

○CWD に感染したシカ科動物由来の肉、肉製品及び内臓の消費を通じたヒトへのリ

スクを直接的に評価することはできない。個人のレベルでは、CWD に感染したシ

カ科動物由来の肉、肉製品及び内臓を食べれば、CWD 病原体にばく露される。集

団のレベルでは、シカ肉の消費を介したばく露の可能性は、消費されている各種シ

カ科動物（トナカイ、ヘラジカ及びアカシカ）における CWD の有病率に依存して

おり、その有病率は不明である。  

○消費前に動物を検査すること、消費向けの動物から高リスク部位を除去すること又

はこれら両方の措置を講じることは、CWD 病原体の食品を介したヒトへのばく露

の可能性を減少させる。また、感染地域において感受性動物の狩猟を禁止すること

も予防的な措置となり得ると考えられる。  

 

６．フィンランド 13) 

フィンランド食品局は、ウェブサイト上で、「CWD がヒトに感染することは知られて
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おらず、したがって、ヒトへの実際的なリスクとは考えられない。」との見解を示して

いる。 

 

７．スウェーデン 14) 

スウェーデン国立獣医学研究所（SVA）は、ウェブサイト上で、「CWD がヒトに感染

するリスクは、非常に低いと判断されるが、完全には否定できない。したがって、CWD

感染が確認された動物を食すことは推奨されない。」との見解を示している。
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